
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   教育指導の重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自己充実し、共に育ち合うこどもを育む 
～支援と環境のあり方を考える～ 

遊んで学び やさしくたくましいこどもを育てる 
・遊びを楽しめる ・感性豊かで相手を思いやれる ・みんなが持ち味を発揮する 

〇幼児の主体性を育む保育内容を充実させる 

○遊びを通した「学びの芽」を育む 

○小学校教育との円滑な接続を図る 

遊びを通して総合的に育む 

学びの連続性・幼小接続

考える力 

親と子の育ちの場としての幼稚園 

保育の質の向上・遊びの充実 

保育の充実 

～幼児理解 

～適切な支援 

～環境構成の工夫 

遊びの記録化・視覚化 

保育の振り返りの充実 

育みシートの活用 

エピソード研修 

教育内容の接続 

振り返りの工夫・充実 

アプローチカリキュラムの更新 

基本的生活習慣の確立 

～あいさつ 

～整理整頓 

～時間意識 

保護者に信頼され 地域に愛される 

学びに向かう力・人間性等 思考力・判断力・表現力等の基礎 知識及び技能の基礎 

福山市立湯田幼稚園 教育構想 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 
①健康な心と体②自立心③協同性④道徳性・規範意識の芽生え⑤社会性との関わり⑥思考力の芽生え⑦自然と

の関わり・生命尊重⑧数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚⑨言葉による伝え方⑩豊かな感性と表現   

子育て支援 

人間関係 

環境 

言葉 

表現力 

・自分でよく考え、 

行動する子 

・色々なことに気づき、 

感じ、考え、表現する子 

・思いやりがあり、 

やさしい子 

・自分から挑戦し、 

粘り強く頑張りぬく子 

・明るく笑顔で 

こどもに寄り添える教師 

・幼児理解に努め、 

待ち、見守れる教師 

・自己研鑽に努め、 

『チーム湯田』の一員として 

協同できる教師 

・幼児たちが自己充実しなが

ら、友だちと遊びを楽しん

でいる幼稚園 

・教職員が一人一人の幼児に 

寄り添い、心が通い合う 

幼稚園 

・保護者や地域の方に 

信頼され、愛される幼稚園 

福山 100NEN 教育 １０th year 
『学びが面白い』の深化    
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連携から接続へ 


